配布資料 5月8日

・情報Ａ
コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して，情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識と技能を習得させるとともに，情報を主体的に活用しようとする態度を育てる。
＝＞
情報や情報技術の特性を理解した上でそれらを活用し、自ら課題を見つけてそれを解決していける能力を育成することが重要である。

	内容
	学習のポイント
	学習のイメージ・具体的な内容

	（１）情報を活用するための工夫と情報機器
	興味・関心をもたせるレベル
	　　　　

	ア 問題解決の工夫
・目的に応じた解決手時湯んの工夫
・コンピュータやネットワークの適切な活用
	・パソコンやインターネットに限らず、手作業や他情報機器での多様な問題解決を考える。
・いろいろな手段の長所・短所を考える。
・手段・解決方法による結果・公立が考えられる。
	身の回りにある具体的な問題を解決する実習
・条件のあるパソコンの購入
・模擬店の運営
・修学旅行の行動計画
・文化祭での研究発表企画

	イ 情報伝達の工夫
・伝達内容に応じた提示方法の工夫
	・伝達する相手にわかる表現
・データサイズの増加等の問題を体験的に学習させる。
	伝達する情報には、適した方法があることを体験できる実習
・自己紹介、学校案内等

	（２）情報の収集・発信と情報機器の活用
	下記の内容ほバラバラに扱うのではなく一つのまとまりのある実習課題
	・「作家Ａの作品と生涯」
・「いってみたい国の仮想旅行記」

	ア 情報の検索と収集
・ネットワークやデータベースの活用して情報の検索と収集
	・大量の情報から必要な情報を選択する能力
・検索における情報の絞り込み
・提供する側の工夫
	・AND、ORやキーワードの工夫
・インデックス等の工夫
・Ｗｅｂページのレイアウトや構造

	イ　情報の発信と共有に適した情報の表し方
・情報の表し方や取り決め
	・コード体系やファイル形式等の取り決めが必要
・情報の共同利用のための工夫
・情報の再利用や加工のしやすさ
	・ネットワークでの文字コードの扱い
・ファイルの圧縮等
・Ｗｅｂの構造等
・イメージと元データの違い

	ウ 情報の収集・発信における問題点
・収集・発信の時に起こる問題とその解決
・情報社会の心構え
	・情報の信頼性・信憑性
・個人の利益やプライバシーの保護
・情報発信における責任の発生
	・適切な手続きによる情報の収集
・著作権等
・プライバシー保護
・発信時に発生する責任

	（３）情報の総合的な処理とコンピュータの活用
	・活用の方法を扱うが、技術的には深入りしない。
	・各種ソフトの使いあわせと組み合わせ

	ア　コンピュータによる情報の統合
・ソフトウェアの組み合わせ
	･情報機器を領して収集活動を実施
・文字、数値､音声、画像等を取り込んだり表示したりする。
	・文書や図形の作成
・音の取り込み。
・動画、静止画の取り込み。

	イ　情報の統合的な処理
・目的に合わせた統合的な処理
	・多様な形態の情報を統合する実習
・単なる制作ではなく、評価と改善
	・Ｗｅｂページや電子アルバム
・「学校の歴史」「文化祭の記録」「遠足の記録」「町の紹介」等

	（４）情報機器の発達と生活の変化
	・コンピュータやネットワークの仕組みを扱うが、技術的には深入りしない。
	情報化の進展に伴う、生活や社会の変化の調査や討議。

	ア 情報機器の発達と生活の変化
	・コンピュータやネットワークの歴史的な遍歴。
・デジタル化の特徴
	・単なる写真等の資料での説明ではない。
・CD-ROM内のマルチメディア情報等、生徒に取ってイメージ・体験しやすい題材を使用する。

	イ 情報化の発展が生活に及ぼす影響
	・マスメディアやネットワークから情報を収集、発表、討議する。
・信頼性、信憑性、著作権等
・情報社会に参画する態度の育成
	・ＰＯＳ、銀行のオンライン等の社会システムを対象
・生活や社会の変化、商取引の変化、テクノストレス、コンピュータ犯罪等

	ウ 情報社会ーの参加と情報技術の活用
	・個人が情報社会に参加する上で必要なことわ考えさせる。
・将来にわたって情報活用能力を高める必要性の理解
	・生徒が自分で意見をまとめ、討議する活動
・レポートを作成するような活動


・情報Ｂ
コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み，情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させ，問題解決においてコンピュータを効果的に活用するための科学的な考え方や方法を習得させる
＝＞
コンピュータにおけるね情報の表し方や処理の仕組みを知識わして覚えることが重要なのではなく、コンピュータを有効に活用するための判断の今期よとして生かせるようになることが重要である。

	内容
	学習のポイント
	学習のイメージ・具体的な内容

	（１）問題解決とコンピュータの活用
	
	

	ア 問題解決における手順とコンピュータの活用
	・問題解決の手順を明確に記述させる
・コンピュータやたの方法で異なる使い方を考える。
・個人やグループで解決に差がでるもの。
	・より効果的に解決する方法を学ぶことの必要性を認識できるような実習
・日常的、いろいろな解決方法があるもの、解決方法によって差がでるもの。
・入場者数の予想、経路問題

	イ コンピュータによる情報処理の特徴
	・ソフトウェアの役割や、それを使いこなすための人の能力について気付かせる。
・コンピュータを用いる場合の判断、トレードオフの認識
	・人間とコンピュータの情報処理を対比させるような経験的な実習。
・計算の速度、精度等
・文字や音声の認識等

	（２）コンピュータの仕組みと働き
	・基本的な考え方を理解させる
	

	ア コンピュータにおける情報の表し方
	・文字、数値、画像、音のコンピュータ上の表現方法
・表現方法の規格の基本的な考え方
・ディジタル化の長所・短所
	・コンピュータ、模型、図を使った学習
・三原色や図形の要素等
・整数と少数の表現等

	イ コンピュータにおける情報の処理
	・コンピュータの入力、出力､記憶、演算、制御機能などの帰納の役割の理解
・ソートや検索といった基本的なアルゴリズム
	・コンピュータのソフトを使用した動作の説明
・コンピュータ動作の寸劇
・コンピュータによるアルゴリズムの実習

	ウ 情報の表し方と処理手順の工夫と必要性
	・情報の表し方と処理手順を生徒自身に工夫させ、コンピュータを用いて解決する課題に取り組ませる。
・データ処理しやすい表現、チェック、再利用等
・生徒の相互評価するような学習、自己評価による改善
	・具体的にソフトで解決する問題。
・「ある期間の部員の予定表から、合宿の参加可能人数を集計する」

	（３）問題のモデル化とコンピュータを活用した解決
	
	・ソフトウェアやプログラミング言語を用いて実習を中心に行う

	ア モデル化とシミユレーション
	・モデル化、シミュレーションの方法の理解
・コンピュータを用いる特性や活用上の留意点の理解
・実際の実験や調査によるデータ収集
	・簡単な身のまわりの現象や社会現象等を題材として扱う
・サイコロやじゃんけんなど
・交通量や人口などのデータが簡単に収集できるもの。

	イ 情報の蓄積・管理とデータベース活用
	・各種データベースの概念の具体的な理解
・データベースを作る時の、設計上の観点の理解
・データベースにおける作成者と利用者のコミュニケーション
	・生徒にとって身近でかつ、データベース以外の利用の体験ができるもの
・住所録、図書目録、Ｗｅｂページの検索等

	（４）情報社会を支える情報技術
	身近な生活関連づけて、生徒が考えながら理解を深める
	情報収集し、自分の考えをまとる、他の生徒と討議する

	ア 情報通信と計測・制御の技術
	・生活や社会インフラの維持・管理に情報通信技術や計測・制御技術が不可欠であることを認識させる
・技術の長所だけでなく、問題点を取り上げる。
	・具体的に理解させる配慮
・動作が確認できるような実演
・ノイズの影響や物理的な故障の問題
・ビデオ等

	イ 情報技術における人間への配慮
	・安全性について
・コンピュータや他の装置の誓いやすさの向上
	・誤動作、故障、セキュリテイ等の技術的な対策と人的な要素
・ユーザインターフェース等

	ウ 情報技術の進展が社会に及ぼす影響
	・情報技術の進展が社会に及ぼしてきたか認識させる
・情報の「影」の部分の理解と克服
・情報の信憑性、信頼性、著作権、情報モラル等を意識させる
	・情報技術と社会の望ましいあり方について調べたり討議したりする学習により考えさせ、意志決定に参加することの必要性や責任を認識させる。


・情報Ｃ
情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性を理解させ，表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用する能力を養うとともに，情報化の進展が社会に及ぼす影響を理解させ，情報社会に参加する上での望ましい態度を育てる。
＝＞
情報の収集・発信についての個人の責任、情報システムの特性、情報の進展が社会に及ぼす影響を理解させ、情報社会に参画する態度を育成することをねらいとている。

	内容
	学習のポイント
	学習のイメージ・具体的な内容

	（１）情報のデジタル化
	
	

	ア コンピュータのデジタル化の仕組み
	・文字、音、静止画、動画がビット列で表現され入ることを理解させる。同じレベルで格納、処理されること
・音のデジタル化、画像のデジタル化のしくみ
	・バイト、ビット等の単位
・サンプリング方法とそれによる違いの理解
・データの形式とその容量の変化等

	イ 情報機器の種類と特性
	・身のまわりの、コンピュータ以外の情報機器の理解
・デジタル情報機器の歴史的変化
	・各情報機器の操作等の実習
・カタログ等からの性能の比較

	ウ 情報機器を活用した表現方法
	・いろいろな情報機器の表現方法の特徴
・ソフトウェアを活用して、表現する技術
・表現を的確に評価する判断力
・評価にもとづき、制作物を改善しようとする態度
・単なるコンピュータの作業ではなく、計画・発表・相互評価等にも十分な時間
	実習を中心として、いままでの機器の扱い、情報の統合により、伝えたい内容をわかりやすく表現する方法を習得させる
・具体的なプレゼンテーシュン
・作品のネットワークの公開と相互評価

	（２）情報通信ネットワークとコミュニケーション
	
	

	ア 情報ネットワークのしくみ
	・複数のコンピュータがデジタル情報を送り会うためのプロトコルの役割と必要性
・インターネットのような開放性の高いネットワークでのセキュリティの重要性
	・携帯電話やインターネット等の身近なもののプロトコル
・電子メールが届くしくみ、ＷＷＷで情報か見れるしくみ。

	イ 情報通信の効率的な方法
	・デジタル情報を高速に正確に送るための工夫を理解する。
・情報の伝達速度や単位
・誤り検出や・訂正
・人間の能力の特性と情報の簡素化
	・ファイル転送と時間の測定
・保存形式とファイルサイズ

	ウ コミュニケーションにおける情報通信ネットワークの活用
	電子メールや電子会議等を用いてコミュニケーションの目的や情報に応じた効果的な活用方法を実習を通して習得させる。
	・学校内の限定的なコミユニケーション
・誤って使ったときのシミュレーション
・外国とのコミュニケーション

	（３）情報の収集・発信と個人の責任
	
	

	ア 情報の公開・保護と個人の責任
	・プライバシーや著作権など
・国、地方自治体、企業等で公開されている情報の実態や利用
・適切な情報以外が多量に流れている実態
	・アンケート、ダイレクトメール等の問題
・生徒が制作するときの著作権の侵略の恐れがある。
・違法コピー等を考える機会
・インターネット等犯罪をインターネットや新聞から調べ、対応策を考える。

	イ 情報通信ネットワークを活用した情報の収集・発信
	社会調査や実態調査研究等を行い、その結果を発表するという課題解決を通じて、情報の収集、整理、分析、発表、発信などの一連の学習活動でコンピュータや情報通信ネットワークを総合的に活用することを習得させる。
	・人口予測、経済予測、環境予測
・インターネットを通じた情報の収集
・表計算によるデータの整理・分析、グラフ化
・文書ソフトのレポートの作成
・プレゼンソフトデノプレゼン
・Ｗｅｂページの作成

	（４）情報化の進展と社会への影響
	自分の考えをまとめ、他の生徒との討議により、情報化が社会に及ぼす影響について認識を広めていけるような指導。
	

	ア 社会で利用されている情報システム
	・計算中心、通信中心、データ管理中心、制御中心のシステムを取り上げる
・これらのシステムがネットワークにより接続され、機能されているため、システムの信頼性を上げることが社会定期に重要であることを認識させる。
	・衛星からの画像処理、交通システム、口座への入金、ロボット、家電製品

	イ 情報化が社会に及ぼす影響
	情報化の「影」の部分について、それを克服していくための心構えやいろいろな工夫について考えさせる。
	・オンラインや予約サービスが停止した場合の影響
・情報化が仕事に及ぼす影響
・在宅勤務ね在宅学習
・電子商取引
・実世界と仮想世界の混同
・テクノストレス
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